
  

 

 

「第三者評価に参加して～事業者からのコメント～」 

                                 若 竹 保 育 園  

 
 

施設開園２５年目にして第三者評価事業に参加することにあたり、保育園の 
  役割とは、保育とは、そして仕事とは何かと考察する機会を全職員得ることが 
  できました。 
 
   各自、当園の具体的課題を見つけて補うべき点、専門職として誇れる点など 
  を考えながら自己評価をして参りましたが、項目別に自己評価する過程におい 
  て自己嫌悪に陥る事がしばしばありました。 
   当園では、子どもの笑顔中心の保育を考え、保護者や地域の人々との交流を 
肩肘はらずに大切にしていく中で、第三者の視点から児童福祉施設としての役 
割を評価していただいた結果としての課題として 

 
      ･ 週間指導計画における保育の内容の記載の改善 
 
      ･ クラス懇談会の開催の改善 
 
  の2点が見えてきましたので今後は、改善に向けて全職員で努力して参ります。 
    

今回、評価して頂いた中で、保育の充実に向けて熱心に取り組み、子どもと 
  保護者の幸せのために、日々努力している職員の姿を評価された事が全職員の 
一番の励みとなりました。 

      
       
 

 


